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一般社団法人香川県中小企業家同友会

【景況改善も 先行き見通しは慎重】 会員数 1583名、回答数897、回答率56.7％
回答数及び回答率が過去最高！

＜前年度同期DI推移＞※括弧は前年度比

業況DI  １４(+３)
売上DI  ２４(+５)
経常利益DI １３(+１)

前期は共に2017年度以降最高DIも
2025年度は慎重は見通し。

＜業種別業況DI＞

  前期（前々期比） 今期見通し

農林水産業 ５２(+３６) ２８
建設業 ２ (-５) ０
製造業 １５ (-２０) ２３
流通・商業 １０(+１０) ５
飲食業 ２８ (+９) １９
サービス業 １８ (+３) ２０

＜経営指針書と経常利益水準DI＞

経常利益水準DIは、引き続き経営理念・経営
指針書を作成している企業が良好。社員と実
践して
いる企業は
より良好。

＜業種別社員数DI＞ ※括弧は前年度比

農林水産業 ３６(+３１)
建設業    -１ (+２)
製造業    -８ (-６)
流通・商業 １３ (+６)
飲食業 ３ (+８)
サービス業 １１ (+１)

＜人手不足感DI＞ ※括弧は前年度比

農林水産業 -３２ (+５)
建設業 -５４ (-３)
製造業 ０ (０) 
流通・商業 -４３ (-１１)
飲食業 -５２ (+５)
サービス業 -３７ (+４)

＜給与水準DI＞ ※括弧は前年度比

農林水産業 ６０ (+２)
建設業 ５９ (-４)
製造業 ７１(+１４)
流通・商業 ５７ (+２)
飲食業 ５５ (-７)
サービス業 ４６ (-３)

＜トランプ関税＞

「影響がない」と「わからない」
が多い。当該関税措置が今後どう
影響してい
くのか不透
明な部分も
多い。

＜最低賃金1500円＞

「不可能」が多い。前期に給与水準
を引き上げた割合が２年連続して過
半数を締め
ており、
大幅賃上げ
に慎重な見
方が多い？

＜経営上の問題点＞
      今回  前回

１位 仕入れ単価の上昇   13.8% → 15.1%(１位)
２位 社員の不足    10.9%  → 11.6%(２位)
３位 人件費の増加    10.6%  ↑   9.9%(４位)
４位 同業者相互の価格競争の激化  10.0%  ↓ 10.8%(３位)
５位 税(社会保険料含む)負担の増加 6.4%  ↑   5.0%(８位)

１位・２位に変化は無いが、３位と４位は入れ替わり、人件費の増加が
３位に、前年８位だった税(社会保険料含む)負担増加が５位となった。

全体として若干
増。
農林水産業が大
幅拡大、製造業
は減少。

全体として
は前年より
改善。一部
前年より減
少。

製造業以外はマ
イナス。
製造業は社員数
DIがマイナスだ
がDX化が進んで
いるか？

業種問わず高水
準。「防衛的な
賃上げ」の要素
も引き続き大き
いと考えられる。

詳細は、調査結果（上記QRコードからダウンロード可能）を御覧ください。

※大きな変化はないが、資金繰りDIも、製造業以外はマイナスだった。
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